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 学期制の変更を行う学校が増加しているので，１

学期の終業式を行うところと行わないところがあろ
うが，学期制の変更や終業式の実施の有無などに関
係なく，児童・生徒は心待ちにしていた夏休みを迎

えたことであろう。 

学級目標や指導方針のふり返りを 
 児童・生徒が夏休みを心待ちにしているのとは反

対に，教師（学校）としては，苦労して４月から３
ヵ月余りに及んで築いてきた児童・生徒の学習指導
の取組みが途切れることについての不安が伴う。 

 工夫を重ねて学級づくりをしてきた教師にとって
は，なおいっそうその不安が強いかもしれない。目
の届かないうちに，自分の期待する方向とは反対の

方向へ児童・生徒の生活態度が変容してしまうので
はないかと，なにがしかの不安を感ずるのは，きわ
めてノーマルな感覚であると思われる。 

 しかし，漠然とした不安感を募らせることは，生
産的でも健康的でもない。児童・生徒は，その子な
りに４月から３ヵ月余りの学校生活での教師からの

指導方針をふまえて夏休みを送っていくことであろ
う。 
肝心なことは，この指導方針が児童・生徒にきち

んと伝わり，理解され，定着しているかどうかであ
る。この点について，夏休みを迎えたこの際にふり
返りが必要である。 

 各学校では，各年度の重点的な取組み課題を掲げ
るだけでなく，各学級ごとに学級の目標をスローガ
ンとして掲げているのが一般的である。 

各学級の目標は，担任教師の教育目標や教育方針
を色濃く反映したものとなっているのだが，要は，
その内容・趣旨がどこまで児童・生徒に理解され，

定着しているかである。単なるお題目にとどまって

いなかったかどうか，静かにふり返ってみたい。 

 中・高等学校では，学級担任でない教師の割合が
小・中学校に比較して相対的に高くなる。学級担任
でない教師には，自分の教科指導の基本方針が児

童・生徒に十分伝わり，納得してもらうまでになっ
ていたかどうかをふり返ってみていただきたい。 

「充実した夏休み」を呼びかける 
 おそらく大多数の学校では夏休みが始まっており，
児童・生徒は，思い思いの夏休みを味わっているこ
とであろう。 

夏休み中に「学級通信」を出す教師の場合は，こ
まごまとした注意事項を網羅した通信内容ではなく，
児童・生徒が「充実した夏休み」と，満足感をもっ

て夏休みをまとめることのできるように呼びかけて
いただきたい。また，各学校では，１日登校の際に，
同様の指導を旨とするように努めていただきたい。 

 こまごまとした生活指導にエネルギーを注いでみ
ても，ふだんの学校生活とは異なり，良くも悪くも
「教師の監視下」に児童・生徒をとどめておくこと

はできないのである。 
 「学級通信」を受け取り，あるいは１日登校して，
児童・生徒が「よし，先生（学校）の期待にこたえ

て今年の夏休みは，内容のある充実したものにする
ぞ！」という自覚と意欲を新たにできるような，児
童・生徒との信頼関係を重視した骨太の夏休み指導

となるように努めたい。 

（わかい・やいち＝上越教育大学教授・附属小学校長併任） 
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